
（様式第１号）

計画期間： 令和8 年度　 ～　　令和12年度

市町名： 砥部町

林 道 網 整 備 計 画 書
（　第　Ⅴ 　期　）



（様式第２号）

１　林道網整備の現状及び目標について

(1)　林道網及び森林整備の現状と将来目標について

○現状

公道延長 路線数 林道延長 林内道路密度 作業道延長 林内路網密度
（Ａ）　　　　ha ha （Ｂ）　　　m (Ｃ)　　　m (B+C)/(A)　　m/ha （Ｄ）　　　　m (B+C+D)/(A)　　　m/ha

6,970 4,454 91,700 8 8,351 14.35 260,996 51.8

○将来目標

公道延長 路線数 林道延長 林内道路密度 作業道延長 林内路網密度
（Ａ）　　　　ha ha （Ｂ）　　　m (Ｃ)　　　m (B+C)/(A)　　m/ha （Ｄ）　　　　m (B+C+D)/(A)　　　m/ha

6,970 4,454 91,700 8 8,351 14.35 330,996 61.8

注１）森林面積、人工林面積及び公道の延長・路線数は現状値とする。

木材生産量 間伐面積 林道 作業道 森林作業道 林道整備予算
ｍ３ ha m m m 千円

7,233 80
（　　　　　　）

194.2 - 12,426 37,410

木材生産量 間伐面積 林道 作業道 森林作業道 林道整備予算
ｍ３ ha m m m 千円

6,500 80
（　　　　　　）

100 - 13,000 42,116

森林面積 人工林面積
森　　　　　　　　林　　　　　　　　内

注３）森林作業道の延長には林内作業車道を含む。（以下同じ。）

注１）林道延長の欄には、林業専用道の延長を上段に（　）書きで記入すること。

森林整備見込　（R7年度） 林　道　見　込　（R7年度）

森林整備予算

注２）林道延長及び林道の欄には、林業専用道の延長を上段に（　）書きで記入すること。

（令和６年３月31日現在）

林　道　実　績　（R6年度）森林整備実績　（R6年度）

森林面積 人工林面積
森　　　　　　　　林　　　　　　　　内

森林整備予算

4,982

（注意１）実績は前年度の数量、見込は当年度の実績見込み数量を記入すること。林道は開設延長を記入すること。

　砥部町森林組合が事業主体となり、国、県、町等の補助事業を積極的に活用し、森林整備事業を実施し
ている。
　実行体制は、森林組合から組合の労務班員及び林業会社へ作業を委託し実施している。また、地区ごと
で施業を団地化することで、効率的で効果的な森林整備を行っている。
　令和４年度からは、森林経営管理制度に基づいて、経営林に向かない森林について町が保育間伐を順次
実施しており、町内の森林が適切に生育できるよう施業を行っている。

（成果目標の実績等）

　民有林6,970haの内人工林が4,454haで、人工林率は64％である。
　令和６年度実績で木材生産は、主に間伐材で7,233m3、間伐面積は、80haである。林内路網整備の不十
分な砥部地区では切捨間伐中心の施業となっている。しかし、担い手不足や木材価格の低迷等により森林
所有者の自発的な森林管理が進まないのが現状であり、健全な森林の造成のためには、より一層の除間
伐を中心とする適正な森林施業が必要である。
　特に、現在の木材価格の現状では、搬出経費をどう削減するかが課題となっており森林整備に合わせた

千円

　林道は、手入れの必要な森林へのアクセスや、機械化等を通じた適切な森林整備を実施していく上で不
可欠な施設である。
　本町の林道網の整備状況は、林内路網密度51.8m/haで、特に砥部地区は、森林整備を効率的・効果的
に実施するための林道網整備が不十分で、森林整備が進まない現状となっている。今後、森林整備を推進
するため、林道網の整備が必要である。

千円

4,268

＜林道網の整備状況について＞

＜森林整備の実行体制について＞

＜森林整備（木材生産・間伐）の現状について＞



（様式第２号のつづき）

(2)　森林整備及び林道網の目標について

区       分 単位 単年度目標 事業費（千円） 単価（目標）（円）

木材生産量 m3 6,500

間伐 面積 ha 100

公　　　 道 ｍ

林　　　道 ｍ 350 70,000 200,000

(林業専用道) ｍ

作　業　道 ｍ 1000 3,000 3,000

林内作業車道 ｍ 13,000 4,465 343

注３）区分・(林業専用道)欄の、「５年間の目標総量」及び「単年度目標」の数値は区分・林道欄の内数を()で記入。

注１）公道とは、国・県・市町道及び農道とし、目標数値は森林内に係る道路開設延長を記入。

注２）塗りつぶし欄は、記入しなくても構わない。

５年間の目標総量

32,500 過去の実績より

過去の実績より

＜林道網の整備方針（重点地域等）について＞

＜森林整備（木材生産・間伐）の目標について＞
　木材生産については、過去の実績等考慮し、間伐材を中心に年間6,500m3、5年間で32,500m3を目標とす
る。
　間伐については、年100ha、5年間で500haを目標とする。

5000

65,000

目標数値の理由
又は、積算根拠

500

1750

「第2次砥部町総合
計画実施計画」より

　林道の整備に当たっては、地形に応じた線形や曲線半径の見直し、土工量やのり面の縮減、擁壁工やの
り面保護工などの工種を見直し効率的に実施する。
　作業道の目標単価 　3,000円/m
　林内作業車道の目標単価 　250円/m

＜林道・作業道のコスト縮減（単価）目標の設定と主な削減方法について＞

　林道網の整備状況は、広田地区（旧広田村）は比較的整備されているが、砥部地区（旧砥部町）は、整備
されていないため、林内作業が困難な地域が多く森林整備の遅れが見られる。そのため、森林整備の基盤
施設である林道網の整備は、砥部地区を中心に整備する。

＜目標達成に必要な林道網整備の目標について＞

　作業道については、集約化施業を計画する森林を対象に年間1,000m、5年間で5,000ｍを目標とする。
　林内作業車道については、年間19,700ｍ、5年間で98,500ｍを目標とする。



（様式第２号のつづき）

２　傾斜区分別の木材生産システムの設定
(１)傾斜区分と作業システム別路網密度の目標

緩傾斜地

（０°～１５°）

中傾斜地 車両系

（１５°～３０°） 架線系

急傾斜地 車両系

（３０°～３５°） 架線系

急峻地

（３５°～）

(２)傾斜区分別の木材生産作業システムの構成

基幹路網から 細部路網から 伐採 木寄せ・集材 枝払い・玉切り 運搬

緩傾斜地

（０°～１５°）

中傾斜地 車両系 ４０～１００
ハーベスタ

チェーンソー
グラップル
ウインチ

プロセッサ
フォワーダ

トラック

（１５°～３０°） 架線系 １００～３００ チェーンソー スイングヤーダ プロセッサ
フォワーダ

トラック

急傾斜地 車両系 ５０～１２５ チェーンソー
グラップル
ウインチ

プロセッサ
フォワーダ

トラック

（３０°～３５°） 架線系 １５０～５００ チェーンソー
スイングヤーダ
タワーヤーダ

プロセッサ
フォワーダ

トラック

急峻地

（３５°～）

注１）　「架線系作業システム」とは、林内に仮設したワイヤーロープに取り付けた搬器等を移動させて木材を吊り

　　　上げ集積するシステム。タワーヤーダ等を活用する。

注２）　「車両系システム」とは、林内にワイヤーロープを架設せず、車両系の林業機械による林内の路網を移動し

　　　ながら木材を集積、運搬するシステム。フォワーダ等を活用する。

(３)木材生産作業システムの将来目標

木材生産

７．０m3　／　人日

区　　　　分 現在の労働生産性

プロセッサ

チェーンソー

５．０m3　／　人日

フォワーダ
トラック

架線系

２００～３００

３．６m3　／　人日

路網密度

３５～７５ グラップル

基幹路網
作業

システム
路網密度（ｍ／ｈａ）

細部路網

作業システム

ハーベスタ

１００以上

５以上－

１５以上

注１）基幹路網に１の（１）の林内路網密度を、細部路網には森林作業道の路網密度を設定する。

区分
最大到達距離（ｍ）

タワーヤーダ プロセッサ トラック

５以上

１５０～２００

７５以上

２５以上

６０以上

６５以上

５０以上

架線系

２．０m3　／　人日

３００～５００

５００～１５００ ５００～１５００

車両系 ３５以上

２５以上

１５以上

区分

０以上

４５以上

０以上

将来の労働生産性

主伐作業

間伐作業

作業
システム

車両系



（様式第２号のつづき）

３　林道及び作業道の維持管理体制について

(1)　林道の維持管理体制について（現状及び今後の方針等）

(2)　作業道の維持管理体制について（現状及び今後の方針等）

４　林道から市町道への移管及び作業道から林道への昇格予定について

路線名
番
号

時期

５　その他林道網整備に関すること（事業の執行体制等）

  本町の林道は、町管理路線が５路線、森林組合管理路線が３路線あり、砥部町林道維持管理規程に
より管理者が定められており、両者で維持管理をしている。
　被災時の救済措置については、民有林林道災害復旧事業・町単の林道災害復旧事業により対応す
る。
　なお、今後は、一般的な維持管理については、本来林道の目的からも、当該林道の受益者自らの維
持管理体制をつくる必要がある。
　
　

　 作業道は、各路線の受益者が開設した道であり、その受益者により維持管理している。また、自然災
害による被災した場合は、町単独の災害復旧事業で対応する。
　 今後も現状により維持管理を行う方針である。

　　林道の開設・改良は、町が地元の要望等検討し、国・県の補助事業等を活用し開設する。
　　作業道、林内作業車道の整備は、森林組合が受益者からの要望や造林事業の計画を調整し、県・
町の補助事業を活用して開設する。

移動内容 理　　　　　　　　　由



（様式第３号）

事業区分
整理
番号

事業主
体

事業
種

路線名 位　置 幅員
(m)

延　　長
（ｍ）

森林整備目標
(ha)

開設 1 砥部町 林道 万年鵜崎線 砥部町鵜ノ崎 4.0 8,760 152

注１）事業区分（開設、改良、舗装）、事業種（林道、林業専用道、作業道）を記入のこと。
注２）整理番号は、林道網整備路線別計画書番号と整合させること。

林道網整備計画総括表



（様式第４号）

事業区分別計画表 （林道・林業専用道・作業道）

始期 終期
開設(新設)

（ｍ）
開設(改築)

（ｍ）
改良

（箇所）
主伐
（ha)

間伐
（ha）

造林
（ｈａ）

1 砥部町 万年鵜崎線 林道 8,760 R8 R12 517 1,750 0 46 0 県森連松山木材市場 中

林道、林業専用道、作業道で別表とすること。

図面
番号

市町名 路線名
自動車道

区分
総延長
（ｍ）

事業計画期間

備考
利用区域
面積（ha）

５箇年分の事業量 ５箇年分の森林整備見込み量

木材の主たる
供給先

代替路
優先
順位



（様式第５-1号）

○路線名 ：

○自動車道区分 ： 2 種 2 級

○総延長 ： 8,760m

○事業計画期間 ： 令和8年 ～ 令和12年

○利用区域面積 ： 517ha （人工林 432ha 天然林等 85ha ）

○５箇年分の林道事業量 ： 新設 1,750m 改築

改良 箇所 （内容　　　　　　　　　　　　　　　　）

○５箇年分の森林整備見込み量 ： 主伐 0ha 間伐 46ha 造林 0ha

○木材の主たる供給先 ： (12.5km)

○森林資源の状況や地域の要望 ：

○設計上・利用上の特徴 ：

○代替路 ：

○優先順位・理由 ： 優先順位 中

理由

様式第5-2号　整備計画詳細図を添付

伐期をむかえている所が多くあるため

林道　　万年鵜崎線　　個別整備計画

万年鵜崎線

県森連松山木材市場

県道の上部にあるため、落石等の対策を行った上での施工が必要。

平均林齢が約60年で、伐期をむかえている所が多くある状
況。



市町境界

松山市木材市売場
L=12.5km

BP

県道223号

中山砥部線

国道379号

県道53号

大平砥部線

県道222号
中山双海線

林道 万年鵜崎線位置図 １：２５０００
図面番号１

EP

施工予定区間

EP



縮尺　1：5,000

計画路線
利用区域
林内作業車道

凡例

起点

林道 万年鵜崎線位置図 １：５０００

図面番号１

施工予定区間

終点



（様式第６号）

１　林道網整備計画
前年度 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 計

林　 道 0 550 300 300 300 300 1,750

林業専用道 0

作業道 0 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 5,000

1,550 1,300 1,300 1,300 1,300 6,750

20,308 19,000 19,500 20,000 20,000 20,000 98,500

20,308 20,550 20,800 21,300 21,300 21,300 105,250

林   道 70 70 105 105 350

作業道 850 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 5,000

850 1,000 1,070 1,070 1,105 1,105 5,350

0

２　森林整備（林道・作業道利用区域内森林を対象とする。）計画

前年度 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 計

主伐 920.00 920.00 920.00 920.00 920.00 4,600.00

間伐 1,400.00 1,540.00 1,540.00 1,540.00 1,540.00 7,560.00

2,320.00 2,460.00 2,460.00 2,460.00 2,460.00 12,160.00

2,320.00 2,460.00 2,460.00 2,460.00 2,460.00 12,160.00

造　　林 植栽 4.00 4.00 4.00 4.00 4.00 20.00
下刈
間伐 17.00 19.00 19.00 19.00 19.00 93.00
枝打

小計 17.00 19.00 19.00 19.00 19.00 93.00

21.00 23.00 23.00 23.00 23.00 113.00

シイタケ
その他

３　木材・木製品の利用（林道工事にて）計画
前年度 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 計

その他

区　　　　　分

木材・木製品等
(m3)

木材生産計(m3)

育　　林

特用林
産

森林整備計(ha)

区　　　　　分

木材生
産

小　 計

その他（パルプ、原木）

改　良　計　(m)

開　設　計　(m)

林道舗装　(m)

年度別計画表（林道網整備、森林整備、木材・木製品の利用）

区　　　　　分

林道開
設

林道改
良

小　 計　(m)

森林作業道開設



（様式第７号）

万年鵜崎線
路線
延長

8760m 利用区域内森林面積 517ha
利用区域内
人工林面積

432ha

生産量　（m3）（kg）

利用量（m3)

注１）　木材等の利用実績については、前年度林道工事を実施した路線についてのみ記入すること。

下　　　　刈

間　　　　伐

除　　　　伐

そ　　の　　他

林
産

造
林

育
林

特　用　林　産

枝　　　　打

林道工事での木材・木製品の利用実績報告表

木
材
及
び
木
製
品
の
種
類 計

施業面積（ha） 備　　　　　　　　　考

利用区域内森林の森林整備実績調査表

路線名

区　　　　　分

（管理主体名：　　　　　砥部町　　　　）

新　　　　植

皆　　　　伐

間　　　　伐

改　　　　植

択　　　　伐

名　　　　　称 数　　    量　 備　　　　　　　　考



（附属資料様式）

番　号 路線名
林道
種類

全幅員
(m)

 延   　　長
(m)

利用区域内
森林面積

(ha)
管理主体 開設年度 備　　　考

1 障子山線 ２級 3.6 1,909 84 砥部町 S43～S44
2 障子山支線 軽車道 2.5 370 33 森林組合 S44
3 大谷障子山線 軽車道 2.5 736 31 森林組合 S46～S49
4 オオゴト線 ２級 3.6 250 30 森林組合 S30
5 竹ノ首線 ２級 4.0 100 40 砥部町 S49
6 樽山線 ３級 3.0 1,397 51 砥部町 S60～H4
7 満穂線 ２級 3.6 500 81 砥部町 S45
8 神の森小猿線 １．２級 4.0～5.0 3,088 59 砥部町 H5～H16
9 万年鵜崎線 2級 4.0 8,726 517 伊予市・砥部町 R6

注１）　番号は、林道台帳登載番号を記入すること。

注２）　林道の種類は、１級、２級、３級の別を記入すること。

注３）　連絡線形の場合は、備考欄に連絡と記入して下さい。

注４）　作業道の一覧表作成は任意とします。

林道台帳登載路線一覧表


